
(57)【要約】

【課題】　着座者の血流阻害の状況に応じた快適な姿勢

を提供することができ、着座疲労を軽減することができ

る車両用シート装置を提供する。

【解決手段】　赤外線カメラ撮影部１０１によって着座

者の下肢部を撮影して、下肢温度演算部１１２により着

座者の下肢部の温度の変化率を測定することにより、着

座者の下肢の血流阻害状況を判断する。そして、当該変

化率が所定値未満である場合には、血流阻害が発生して

いると判断し、シート駆動判断部１２１により、着座者

の荷重をシートクッション部からシートバック部に移行

させるために、シートクッション部に対してシートバッ

ク部を後傾させるようにシートクッション駆動部１２３

を制御する。このとき着座者からシートバック部に与え

られている荷重をシートバック下部荷重検出部１２４に

よりモニタする。これにより、血流阻害を緩和するよう

に着座者の姿勢を変化させる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 車 両 に 搭 載 さ れ 、 当 該 車 両 の 乗 員 が 着 座 す る 車 両 用 シ ー ト 装 置 に お い て 、
　 着 座 者 の 下 肢 の 温 度 を 測 定 す る 温 度 測 定 手 段 と 、
　 前 記 温 度 測 定 手 段 に よ っ て 測 定 さ れ た 温 度 の 変 化 率 に 基 づ い て 、 前 記 着 座 者 の 下 肢 の 血
流 阻 害 状 況 を 判 断 し 、 血 流 阻 害 を 緩 和 す る よ う に 前 記 着 座 者 の 姿 勢 を 変 化 さ せ る シ ー ト 駆
動 手 段 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 車 両 用 シ ー ト 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 温 度 測 定 手 段 は 、 車 両 内 に お け る イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル の 下 部 に 設 置 さ れ 、 前 記
着 座 者 の 下 肢 部 に 対 し て 赤 外 線 を 照 射 す る こ と に よ っ て 当 該 下 肢 部 の 赤 外 線 画 像 を 撮 影 す
る 撮 影 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 車 両 用 シ ー ト 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 撮 影 手 段 は 、 下 肢 部 の 温 度 の 検 出 部 位 と し て 、 前 記 着 座 者 の 足 先 を 撮 影 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 車 両 用 シ ー ト 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 撮 影 手 段 は 、 下 肢 部 の 温 度 の 検 出 部 位 と し て 、 前 記 着 座 者 の 下 腿 部 全 体 を 撮 影 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 車 両 用 シ ー ト 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 温 度 測 定 手 段 は 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 の 前 端 部 に 内 蔵 さ れ た 温 度 セ ン サ を 有 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 車 両 用 シ ー ト 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 温 度 セ ン サ は 、 下 肢 部 の 温 度 の 検 出 部 位 と し て 、 前 記 着 座 者 の 膝 裏 部 の 温 度 を 検 出
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 車 両 用 シ ー ト 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 着 座 者 の 着 座 部 位 と な る シ ー ト ク ッ シ ョ ン 内 部 の ク ッ シ ョ ン 体 を 支 持 す る 支 持 部 材
に お け る 着 座 者 の 座 骨 部 が 位 置 す る 部 位 に 、 当 該 支 持 部 材 と は 独 立 に 、 当 該 支 持 部 材 に 対
し て 相 対 的 に 回 転 傾 動 可 能 に 設 け ら れ た 座 骨 支 持 部 が 取 り 付 け ら れ た 構 造 と さ れ 、
　 前 記 シ ー ト 駆 動 手 段 は 、 前 記 着 座 者 の 骨 盤 を 後 傾 さ せ る よ う に 、 前 記 座 骨 支 持 部 を 傾 動
さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 車 両 用 シ ー ト 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 シ ー ト バ ッ ク 部 が 上 部 と 下 部 と に 分 割 さ れ 、 前 記 シ ー ト バ ッ ク 部 の 上 部 と 前 記 シ ー ト バ
ッ ク 部 の 下 部 と が 独 立 且 つ 相 対 的 に 回 転 傾 動 す る よ う に 連 結 さ れ て い る 中 折 れ 型 シ ー ト バ
ッ ク を 有 す る 構 造 と さ れ 、
　 前 記 シ ー ト 駆 動 手 段 は 、 前 記 着 座 者 の 骨 盤 を 後 傾 さ せ る よ う に 、 前 記 シ ー ト バ ッ ク 部 の
下 部 を 傾 動 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 車 両 用 シ ー ト 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 シ ー ト バ ッ ク 部 に 加 え ら れ る 荷 重 を 検 出 す る シ ー ト バ ッ ク 荷 重 検 出 手 段 を 備 え 、
　 前 記 シ ー ト 駆 動 手 段 は 、 前 記 シ ー ト バ ッ ク 荷 重 検 出 手 段 に よ っ て 検 出 さ れ た 荷 重 が 所 定
の 値 を 超 え る ま で 、 前 記 着 座 者 の 姿 勢 を 変 化 さ せ る よ う に 前 記 シ ー ト バ ッ ク 部 を 傾 動 さ せ
る 制 御 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 車 両 用 シ ー ト 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 自 動 車 、 建 設 機 械 及 び 農 業 機 械 と い っ た 各 種 車 両 に 搭 載 さ れ る 座 席 で
あ る 車 両 用 シ ー ト 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 自 動 車 、 建 設 機 械 及 び 農 業 機 械 と い っ た 各 種 車 両 に 搭 載 さ れ る 車 両 用 シ ー ト
装 置 と し て は 、 長 時 間 の 運 転 に 起 因 す る 運 転 者 の 疲 労 等 を 改 善 す る た め に 、 特 許 文 献 １ 乃
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至 特 許 文 献 ３ に 記 載 さ れ た 技 術 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 す な わ ち 、 従 来 で は 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 着 座 疲 労 防 止 装 置 の よ う に 、 周 期 的 に シ
ー ト 全 体 を 後 傾 さ せ た り 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た 座 席 用 エ ア マ ッ ト の よ う に 、 シ ー ト に
内 蔵 さ れ た エ ア セ ル の 空 気 を 周 期 的 に 増 減 し た り 、 特 許 文 献 ３ に 記 載 さ れ た 血 流 値 測 定 装
置 の よ う に 、 着 座 者 の 血 流 を 脚 部 に て 直 接 計 測 す る も の が 知 ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ３ － １ １ ２ ７ ３ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ８ － ２ ２ ４ １ ３ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ １ ５ ７ ２ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 上 述 し た 特 許 文 献 １ 乃 至 特 許 文 献 ３ に 記 載 さ れ た 技 術 を は じ め と す る 従 来 の
車 両 用 シ ー ト 装 置 に お い て は 、 着 座 に よ っ て 生 じ る 運 転 者 の 脚 部 の 血 流 阻 害 を 予 防 的 に 防
止 す る こ と を 目 的 と す る 周 期 的 制 御 を 行 う も の で あ る の で 、 運 転 者 の 血 流 状 態 に 応 じ た 制
御 を 行 う わ け で は な く 、 血 流 阻 害 が 生 じ て い な い 場 合 に は 、 運 転 者 に と っ て 不 要 の 動 き が
強 い ら れ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 従 来 の 車 両 用 シ ー ト 装 置 に お い て は 、 着 座 者 の 血 流 を 直 接 計 測 す る た め に は 、 計
測 部 を 身 体 に 直 接 密 着 さ せ る 必 要 が あ り 、 着 衣 の 制 約 を 受 け る 等 の 問 題 点 も あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト 装 置 は 、 着 座 者 の 下 肢 の 温 度 を 測 定 し 、 測 定 さ れ た 温 度 の 変
化 率 に 基 づ い て 、 着 座 者 の 下 肢 の 血 流 阻 害 状 況 を 判 断 し 、 血 流 阻 害 を 緩 和 す る よ う に 着 座
者 の 姿 勢 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 上 述 の 課 題 を 解 決 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト 装 置 に よ れ ば 、 着 座 者 の 血 流 阻 害 の 状 況 に 応 じ た 快 適 な 姿 勢
を 提 供 す る こ と が で き 、 着 座 疲 労 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 適 用 し た 第 １ 実 施 形 態 及 び 第 ２ 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 詳
細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ［ 第 １ 実 施 形 態 ］
　 本 発 明 は 、 例 え ば 、 自 動 車 、 建 設 機 械 及 び 農 業 機 械 と い っ た 各 種 車 両 に 搭 載 さ れ 、 シ ー
ト ク ッ シ ョ ン 部 と シ ー ト バ ッ ク 部 と を 備 え る 車 両 用 シ ー ト 装 置 に 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 　 ［ 車 両 用 シ ー ト 装 置 の 構 成 ］
　 こ の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 車 両 用 シ ー ト 装 置 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 例 え ば 車 両 内 に お け
る イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル の 下 部 に 設 置 さ れ る 赤 外 線 カ メ ラ 撮 影 部 １ ０ １ と 、 例 え ば イ ン
ス ト ル メ ン ト パ ネ ル 内 に 設 置 さ れ る 下 肢 温 度 算 出 処 理 部 １ ０ ２ と 、 運 転 者 が 着 座 す る 部 位
と な る シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 （ 図 １ に は 図 示 せ ず ） に 設 け ら れ る シ ー ト 駆 動 部 １ ０ ３ と に 大
別 さ れ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 な お 、 こ れ ら 各 部 の う ち 、 赤 外 線 カ メ ラ 撮 影 部 １ ０ １ は 、 着 座 者 の 下 肢 部 の 赤 外 線 画 像
を 撮 影 す る 撮 影 手 段 を 構 成 し 、 下 肢 温 度 算 出 処 理 部 １ ０ ２ は 、 着 座 者 の 下 肢 の 温 度 を 測 定
す る 温 度 測 定 手 段 を 構 成 し 、 シ ー ト 駆 動 部 １ ０ ３ は 、 温 度 測 定 手 段 に よ っ て 測 定 さ れ た 温
度 の 変 化 率 に 基 づ い て 、 着 座 者 の 下 肢 の 血 流 阻 害 状 況 を 判 断 し 、 血 流 阻 害 を 緩 和 す る よ う
に 着 座 者 の 姿 勢 を 変 化 さ せ る シ ー ト 駆 動 手 段 を 構 成 す る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 車 両 用 シ ー ト 装 置 は 、 着 座 者 が 着 座 し た と き に 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 に 着 座 者 の 下
肢 部 に よ る 荷 重 が 印 加 さ れ 、 シ ー ト バ ッ ク 部 に 着 座 者 の 背 中 が も た れ た 状 態 と な っ て 荷 重
が 印 加 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の と き 、 車 両 用 シ ー ト 装 置 は 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン
部 に 印 加 さ れ る 荷 重 に 対 し て 着 座 者 の 下 肢 部 に 反 力 を 与 え 、 シ ー ト バ ッ ク 部 に 印 加 さ れ る
荷 重 に 対 し て 着 座 者 の 骨 盤 付 近 に 反 力 を 与 え る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 赤 外 線 カ メ ラ 撮 影 部 １ ０ １ は 、 着 座 者 の 下 肢 部 に 対 し て 赤 外 線 を 照 射 す る こ と に よ っ て
当 該 下 肢 部 の 赤 外 線 画 像 を 生 成 す る 撮 影 手 段 と な る 。 赤 外 線 カ メ ラ 撮 影 部 １ ０ １ に よ っ て
撮 影 さ れ た 赤 外 線 画 像 は 、 下 肢 温 度 算 出 処 理 部 １ ０ ２ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 下 肢 温 度 算 出 処 理 部 １ ０ ２ は 、 赤 外 線 カ メ ラ 撮 影 部 １ ０ １ を 制 御 す る 赤 外 線 カ メ ラ 制 御
部 １ １ １ と 、 赤 外 線 カ メ ラ 撮 影 部 １ ０ １ に よ っ て 撮 影 さ れ て 得 ら れ た 赤 外 線 画 像 に 基 づ い
て 着 座 者 の 下 肢 部 の 温 度 を 演 算 す る 下 肢 温 度 演 算 部 １ １ ２ と 、 着 座 者 の 下 肢 部 の 温 度 を 記
憶 す る 下 肢 温 度 記 憶 部 １ １ ３ と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う な 下 肢 温 度 算 出 処 理 部 １ ０ ２ は 、 赤 外 線 カ メ ラ 制 御 部 １ １ １ に よ っ て 赤 外 線 カ
メ ラ 撮 影 部 １ ０ １ を 制 御 し て 着 座 者 の 下 肢 部 の 赤 外 線 画 像 を 取 得 す る と 、 こ の 赤 外 線 画 像
を 下 肢 温 度 演 算 部 １ １ ２ に よ っ て 温 度 分 布 に 換 算 し 、 着 座 者 の 下 肢 部 の 温 度 を 算 出 す る 。
そ し て 、 下 肢 温 度 算 出 処 理 部 １ ０ ２ は 、 下 肢 温 度 演 算 部 １ １ ２ に よ っ て 、 例 え ば 前 回 に 演
算 し た 着 座 者 の 下 肢 部 の 温 度 を 下 肢 温 度 記 憶 部 １ １ ３ か ら 読 み 出 し 、 当 該 読 み 出 し た 前 回
の 着 座 者 の 下 肢 部 の 温 度 と 今 回 の 着 座 者 の 下 肢 部 の 温 度 と を 用 い て 、 着 座 者 の 下 肢 部 の 温
度 の 変 化 率 を 算 出 し 、 下 肢 温 度 記 憶 部 １ １ ３ に 記 憶 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 下 肢 温 度 記 憶 部
１ １ ３ に は 、 少 な く と も 着 座 者 の 下 肢 部 の 温 度 の 変 化 率 が 記 憶 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 シ ー ト 駆 動 部 １ ０ ３ は 、 着 座 者 の 下 肢 の 血 流 阻 害 状 況 に 応 じ て シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 を 駆
動 す る か 否 か を 判 断 す る シ ー ト 駆 動 判 断 部 １ ２ １ と 、 こ の シ ー ト 駆 動 判 断 部 １ ２ １ に よ る
判 断 結 果 に 基 づ い て シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 の 駆 動 を 制 御 す る シ ー ト ク ッ シ ョ ン 駆 動 制 御 部 １
２ ２ と 、 こ の シ ー ト ク ッ シ ョ ン 駆 動 制 御 部 １ ２ ２ の 制 御 に 従 っ て シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 を 駆
動 す る シ ー ト ク ッ シ ョ ン 駆 動 部 １ ２ ３ と 、 こ こ で は 図 示 し な い シ ー ト バ ッ ク 部 の 下 部 に 加
え ら れ る 荷 重 を 検 出 す る 荷 重 検 出 手 段 で あ る シ ー ト バ ッ ク 下 部 荷 重 検 出 部 １ ２ ４ と を 有 す
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う な シ ー ト 駆 動 部 １ ０ ３ は 、 下 肢 温 度 算 出 処 理 部 １ ０ ２ に よ っ て 算 出 さ れ た 着 座
者 の 下 肢 部 の 温 度 の 変 化 率 に 基 づ い て 、 シ ー ト 駆 動 判 断 部 １ ２ １ に よ っ て 着 座 者 の 下 肢 の
血 流 阻 害 状 況 を 判 断 し て シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 を 駆 動 す る か 否 か を 判 断 す る 。 そ し て 、 シ ー
ト 駆 動 判 断 部 １ ２ １ は 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 を 駆 動 す べ き と 判 断 し た 場 合 に は 、 シ ー ト ク
ッ シ ョ ン 駆 動 制 御 部 １ ２ ２ の 制 御 に 従 っ て 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 駆 動 部 １ ２ ３ に よ っ て シ ー
ト ク ッ シ ョ ン 部 を 駆 動 す る よ う に し 、 着 座 者 の 姿 勢 を 変 化 さ せ る 。 こ の と き 、 シ ー ト ク ッ
シ ョ ン 駆 動 制 御 部 １ ２ ２ は 、 シ ー ト バ ッ ク 部 の 下 部 に 内 蔵 さ れ た シ ー ト バ ッ ク 下 部 荷 重 検
出 部 １ ２ ４ に よ っ て シ ー ト バ ッ ク 部 の 反 力 を モ ニ タ し 、 所 定 の 値 を 超 え る ま で 駆 動 さ せ る
よ う に シ ー ト ク ッ シ ョ ン 駆 動 部 １ ２ ３ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う な 車 両 用 シ ー ト 装 置 は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 １ ０ ４ Ａ の 外
観 を 形 成 す る シ ー ト ク ッ シ ョ ン １ ４ １ の 内 部 に 、 所 定 の ク ッ シ ョ ン 体 を 支 持 す る 剛 体 部 材
か ら な る シ ー ト パ ン １ ４ ２ が 設 け ら れ る 。 こ の シ ー ト パ ン １ ４ ２ は 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン １
４ １ を 前 後 方 向 に ス ラ イ ド さ せ る シ ー ト ス ラ イ ド 部 １ ４ ３ に 固 設 さ れ た 構 造 と さ れ る 。 ま
た 、 車 両 用 シ ー ト 装 置 は 、 シ ー ト パ ン １ ４ ２ に お け る 着 座 者 の 座 骨 部 が 位 置 す る 部 位 に お
い て 、 当 該 シ ー ト パ ン １ ４ ２ と は 独 立 し 、 当 該 シ ー ト パ ン １ ４ ２ に 対 し て 相 対 的 に 回 転 傾
動 可 能 に 固 設 さ れ た 座 骨 支 持 部 １ ４ ４ が 取 り 付 け ら れ た 構 造 と さ れ る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 座 骨 支 持 部 １ ４ ４ は 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 駆 動 部 １ ２ ３ の 制 御 に 従 っ て 駆 動 し 、 シ ー
ト パ ン １ ４ ２ に 対 し て 相 対 的 に 回 転 傾 動 す る 。 こ の と き 、 車 両 用 シ ー ト 装 置 は 、 赤 外 線 カ
メ ラ 撮 影 部 １ ０ １ に よ っ て 撮 影 し て 得 ら れ た 赤 外 線 画 像 に 基 づ い て 着 座 者 の 下 肢 の 温 度 を
測 定 し 、 そ の 変 化 率 に 応 じ て 、 座 骨 支 持 部 １ ４ ４ を 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 　 ［ 車 両 用 シ ー ト 装 置 の 動 作 ］
　 つ ぎ に 、 上 述 し た よ う に 構 成 さ れ た 車 両 用 シ ー ト 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 １ ４ ０ Ａ に は 、 着 座 者 の 着 座 時 に 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 着 座
者 の 身 体 の 体 重 に よ っ て 大 き な 荷 重 が 印 加 さ れ る 。 こ れ に 対 し 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 １ ４
０ Ａ は 、 着 座 者 に よ っ て 印 加 さ れ た 荷 重 に 応 じ た 反 力 Ｆ ２ 、 Ｆ ３ 、 Ｆ ４ を 着 座 者 に 与 え 、
シ ー ト バ ッ ク 部 １ ４ ０ Ｂ は 、 着 座 者 に よ っ て 印 加 さ れ た 荷 重 に 応 じ た 反 力 Ｆ １ を 着 座 者 に
与 え る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の と き 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 １ ４ ０ Ａ と 着 座 者 の 骨 盤 及 び 大 腿 骨 と の 間 に 位 置 す る 軟
部 組 織 （ 図 ３ （ ａ ） 中 ａ で 示 す 領 域 ） は 、 反 力 Ｆ ２ ～ Ｆ ４ に よ っ て 圧 迫 さ れ 、 そ の 内 部 、
特 に 大 腿 裏 面 を 走 行 す る 血 管 は 潰 れ た 状 態 と な る 。 そ の た め 、 血 管 の 断 面 積 が 小 さ く な り
、 着 座 者 の 上 半 身 か ら 下 肢 部 に 向 か っ て 循 環 す る 血 流 は 、 阻 害 さ れ た 状 態 と な る 。 こ の と
き 、 図 ３ 中 ｂ で 示 す よ う に 、 着 座 者 の 膝 か ら 足 先 に か け て は 血 液 が 循 環 し に く く な る 。 そ
の た め 、 下 肢 部 の 温 度 は 、 図 ４ 中 破 線 で 示 す よ う に 、 運 転 時 間 が 長 く な る ほ ど 、 経 時 的 に
低 下 す る こ と に な る 。 着 座 者 は 、 こ の 血 流 阻 害 に よ り 、 下 肢 の 疲 労 感 や し び れ を 感 じ 、 快
適 に 着 座 し て 運 転 す る こ と が 困 難 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ れ に 対 し て 、 車 両 用 シ ー ト 装 置 は 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 １ ４ ０ Ａ の 座 骨 支 持 部 １ ４ ４
を シ ー ト バ ッ ク 部 １ ４ ０ Ｂ 側 に 傾 け る よ う に 後 傾 さ せ た 場 合 に は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う
に 、 着 座 者 の 骨 盤 を シ ー ト バ ッ ク 部 １ ４ ０ Ｂ 側 に 後 傾 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 座 骨 部 に 集 中
し て 加 え ら れ て い た 着 座 者 の 上 半 身 の 荷 重 の 一 部 が 、 シ ー ト バ ッ ク 部 １ ４ ０ Ｂ に 加 え ら れ
る こ と に な る た め 、 相 対 的 に 座 骨 部 の 荷 重 分 担 割 合 が 軽 減 さ れ る 。 す な わ ち 、 シ ー ト バ ッ
ク 部 １ ４ ０ Ｂ か ら 着 座 者 へ の 反 力 を Ｆ １ よ り も 大 き い Ｆ １ １ と し 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 １
４ ０ Ａ か ら 着 座 者 へ の 反 力 を Ｆ ２ 、 Ｆ ３ 及 び Ｆ ４ よ り も 小 さ い Ｆ １ １ 、 Ｆ １ ２ 及 び Ｆ １ ３
と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 車 両 用 シ ー ト 装 置 は 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 １ ４ ０ Ａ と 着 座 者 の 骨 盤 及 び 大
腿 骨 と の 間 に 位 置 す る 軟 部 組 織 （ 図 ３ （ ｂ ） 中 で 示 す 領 域 ｃ ） の 血 流 阻 害 を 緩 和 し 、 当 該
着 座 者 の 下 肢 全 体 の 血 液 循 環 を 活 発 と さ せ る 。 そ の た め 、 図 ３ （ ｂ ） 中 の ｄ で 示 す 着 座 者
の 膝 か ら 先 の 体 温 は 、 血 流 の 復 帰 に と も な い 、 図 ４ 中 実 線 部 で 示 す よ う に 、 上 昇 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 、 座 骨 支 持 部 １ ４ ４ を 動 作 さ せ る 車 両 用 シ ー ト 装 置 は 、 図 ５ に 示 す よ う な 一
連 の 処 理 を 行 う こ と に よ り 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 １ ４ ０ Ａ を 駆 動 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま ず 、 車 両 用 シ ー ト 装 置 は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て 、 着 座 者 自 身 が 設 定 し た シ ー ト ク ッ
シ ョ ン 部 位 置 及 び シ ー ト バ ッ ク 部 位 置 で 着 座 し て い る 時 に 、 赤 外 線 カ メ ラ 制 御 部 １ １ １ の
制 御 に 従 っ て 、 赤 外 線 カ メ ラ 撮 影 部 １ ０ １ に よ っ て 着 座 者 の 下 肢 部 を 撮 影 し 、 赤 外 線 画 像
を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 続 い て 、 下 肢 温 度 演 算 部 １ １ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に て 生 成 し た
赤 外 線 画 像 を 温 度 分 布 に 換 算 し 、 当 該 温 度 分 布 を 着 座 者 の 下 肢 部 の 温 度 と す る 。 次 の ス テ
ッ プ Ｓ ３ に お い て 、 下 肢 温 度 演 算 部 １ １ ２ は 、 下 肢 部 の 温 度 の 変 化 率 を 算 出 し 、 下 肢 温 度
記 憶 部 １ １ ３ に 記 憶 さ せ る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 シ ー ト 駆 動 判 断 部 １ ２ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ に お い て 、 下 肢 温 度 記 憶 部 １ １ ３ に 記
憶 さ れ た 下 肢 部 の 温 度 の 変 化 率 が 、 予 め 定 め ら れ た 所 定 値 以 上 で あ る か 否 か を 判 定 す る 。
こ こ で 、 下 肢 部 の 温 度 変 化 率 に 関 す る 所 定 値 と は 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 １ ４ ０ Ａ の 反 力 が
継 続 的 に 着 座 者 に 与 え ら れ る こ と に よ っ て 、 下 肢 部 の 血 流 が 阻 害 さ れ て い る 可 能 性 が あ る
と 判 定 す る 温 度 変 化 率 が 予 め 実 験 等 に よ っ て 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 シ ー ト 駆 動 判 断 部 １ ２ １ は 、 下 肢 部 の 温 度 の 変 化 率 が 、 予 め 定 め ら れ た 所 定 値
未 満 で あ る と 判 定 し た 場 合 に は 、 血 流 が 阻 害 さ れ て い る 可 能 性 が あ る 血 流 阻 害 状 況 で は な
い と 判 定 し て ス テ ッ プ Ｓ １ に 処 理 を 戻 す 。 一 方 、 シ ー ト 駆 動 判 断 部 １ ２ １ は 、 下 肢 部 の 温
度 の 変 化 率 が 、 予 め 定 め ら れ た 所 定 値 以 上 で あ る と 判 定 し た 場 合 に は 、 血 流 が 阻 害 さ れ て
い る 可 能 性 が あ る 血 流 阻 害 状 況 で あ る た め に 、 下 肢 部 の 温 度 の 低 下 が 生 じ て い る と 判 断 し
、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 １ ４ ０ Ａ を 駆 動 制 御 す べ く ス テ ッ プ Ｓ ５ へ と 処 理 を 移 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ に お い て 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 駆 動 制 御 部 １ ２ ２ は 、 着 座 者 の 骨 盤 を 後 傾 さ
せ て 、 着 座 者 が シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 １ ４ ０ Ａ に 与 え て い る 荷 重 を シ ー ト バ ッ ク 部 １ ４ ０ Ｂ
に 移 行 さ せ る よ う に 座 骨 支 持 部 １ ４ ４ を 駆 動 す る 。 こ の と き 、 シ ー ト バ ッ ク 下 部 荷 重 検 出
部 １ ２ ４ は 、 シ ー ト バ ッ ク 部 １ ４ ０ Ｂ の 反 力 を モ ニ タ し 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に お い て 、 ス テ ッ
プ Ｓ ５ に て 検 出 し た 反 力 が 所 定 値 以 上 で あ る か 否 か を シ ー ト ク ッ シ ョ ン 駆 動 制 御 部 １ ２ ２
に よ り 判 定 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ こ で 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 駆 動 制 御 部 １ ２ ２ は 、 シ ー ト バ ッ ク 下 部 荷 重 検 出 部 １ ２ ４ に
よ っ て シ ー ト バ ッ ク 部 １ ４ ０ Ｂ の 反 力 が 所 定 値 未 満 で あ る と 判 定 し た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ
Ｓ ５ の 処 理 を 繰 り 返 す こ と に よ り 、 更 に 着 座 者 の 骨 盤 を 後 傾 さ せ る よ う に 座 骨 支 持 部 １ ４
４ を 駆 動 さ せ 、 シ ー ト バ ッ ク 部 １ ４ ０ Ｂ の 反 力 が 所 定 値 以 上 と な っ た ら 座 骨 支 持 部 １ ４ ４
の 傾 動 を 停 止 さ せ る よ う に シ ー ト ク ッ シ ョ ン 駆 動 部 １ ２ ３ を 制 御 し て 一 連 の 処 理 を 終 了 す
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 上 述 し た 説 明 で は 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 １ ４ ０ Ａ を 構 成 す る ク ッ シ ョ ン 体 が 剛 体
部 材 か ら な る シ ー ト パ ン １ ４ ２ に よ っ て 支 持 さ れ る 構 造 を 例 と し て 示 し た が 、 シ ー ト パ ン
１ ４ ２ に 該 当 す る シ ー ト ス ラ イ ド 部 １ ４ ３ に 対 し て 固 設 さ れ た 部 分 を 、 い わ ゆ る Ｓ バ ネ や
弾 性 面 体 等 に よ っ て 構 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 上 述 し た 説 明 で は 、 座 骨 支 持 部 １ ４ ４ を シ ー ト パ ン １ ４ ２ に 対 し て 後 傾 さ せ る こ
と に よ り 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 １ ４ ０ Ａ に お け る 荷 重 分 担 を シ ー ト バ ッ ク 部 １ ４ ０ Ｂ に 配
分 す る よ う な 構 造 に つ い て 説 明 し た が 、 座 骨 支 持 部 １ ４ ４ を シ ー ト パ ン １ ４ ２ に 対 し て 、
相 対 的 に 下 方 に 移 動 さ せ る こ と に よ っ て も 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 さ ら に 、 上 述 し た 説 明 で は 、 赤 外 線 カ メ ラ 撮 影 部 １ ０ １ に よ る 下 肢 部 の 温 度 の 検 出 部 位
と し て 、 着 座 者 の 足 先 の 温 度 を 検 出 す る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 下 腿 部 全 体 を 検 出 部 位
と し て も 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 車 両 用 シ ー ト 装 置 に お い て は 、 赤 外 線 カ
メ ラ 撮 影 部 １ ０ １ に よ る 下 肢 の 温 度 測 定 の 代 わ り に 、 特 に 図 示 し な い が 、 シ ー ト ク ッ シ ョ
ン 部 １ ４ ０ Ａ の 前 端 部 に 温 度 セ ン サ を 内 蔵 し て 着 座 者 の 膝 裏 部 の 体 温 を 測 定 す る よ う な 構
成 に し た 場 合 で あ っ て も 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 更 に ま た 、 上 述 し た 説 明 で は 、 シ ー ト バ ッ ク 部 １ ４ ０ Ｂ か ら 着 座 者 へ の 反 力 が 所 定 値 以
上 と な っ た ら 、 処 理 を 終 了 す る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 図 ４ に 示 す よ う
に 、 シ ー ト バ ッ ク 部 １ ４ ０ Ｂ か ら 着 座 者 へ の 反 力 が 所 定 値 以 上 と な っ た 後 に 、 傾 動 さ せ る
前 の シ ー ト バ ッ ク 部 １ ４ ０ Ｂ の 位 置 に 復 帰 さ せ る よ う に 座 骨 支 持 部 １ ４ ４ を 動 作 さ せ て も
良 い 。 こ れ に よ り 、 車 両 用 シ ー ト 装 置 に よ れ ば 、 血 流 阻 害 を 抑 制 す る た め に シ ー ト バ ッ ク
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部 １ ４ ０ Ｂ を 傾 動 さ せ る 場 合 で あ っ て も 、 運 転 者 が 設 定 し た シ ー ト バ ッ ク 部 １ ４ ０ Ｂ に 戻
す こ と に よ り 、 血 液 循 環 を 活 発 に す る と 共 に 運 転 者 に と っ て 好 適 な シ ー ト バ ッ ク 部 １ ４ ０
Ｂ の 位 置 を 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ［ 第 １ 実 施 形 態 の 効 果 ］
　 以 上 詳 細 に 説 明 し た よ う に 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 車 両 用 シ ー ト 装 置 に よ れ ば 、 着 座 者 の
下 肢 の 温 度 を 測 定 し 、 測 定 し た 温 度 の 変 化 率 に 基 づ い て 、 着 座 者 の 下 肢 の 血 流 阻 害 状 況 を
判 断 し 、 血 流 阻 害 を 緩 和 す る よ う に 着 座 者 の 姿 勢 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 着 座 者 の 血 流
阻 害 の 状 況 に 応 じ た 快 適 な 姿 勢 を 提 供 す る こ と が で き 、 着 座 疲 労 を 軽 減 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 こ の 車 両 用 シ ー ト 装 置 に よ れ ば 、 着 座 者 の 下 肢 の 温 度 を 測 定 す る 温 度 測 定 手 段 と
し て 、 下 肢 部 の 赤 外 線 画 像 を 撮 影 す る 赤 外 線 カ メ ラ 撮 影 部 １ ０ １ を 用 い る の で 、 非 接 触 で
着 座 者 の 下 肢 部 の 温 度 を 測 定 す る こ と が で き 、 着 座 者 に 何 ら 負 担 を か け る こ と な く 血 流 阻
害 の 状 況 を 把 握 す る こ と が で き 、 着 座 疲 労 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 更 に 、 こ の 車 両 用 シ ー ト 装 置 に よ れ ば 、 赤 外 線 カ メ ラ 撮 影 部 １ ０ １ に よ る 下 肢 部 の 温 度
と し て 、 着 座 者 の 足 先 の 温 度 を 検 出 す る の で 、 着 座 者 の 身 体 末 梢 の 毛 細 血 管 に お け る 血 流
阻 害 の 影 響 を 把 握 す る こ と が で き 、 確 実 に 着 座 疲 労 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 更 に ま た 、 こ の 車 両 用 シ ー ト 装 置 に よ れ ば 、 赤 外 線 カ メ ラ 撮 影 部 １ ０ １ に よ る 下 肢 部 の
温 度 と し て 、 着 座 者 の 下 腿 部 全 体 の 温 度 を 検 出 す る の で 、 着 座 者 の 下 肢 部 に お け る 伏 在 静
脈 の 血 流 阻 害 の 状 況 を 直 接 的 に 把 握 す る こ と が で き 、 確 実 に 着 座 疲 労 を 軽 減 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 更 に ま た 、 着 座 者 の 下 肢 の 温 度 を 測 定 す る 温 度 測 定 手 段 と し て 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 １
４ ０ Ａ の 前 端 部 に 内 蔵 さ れ た 温 度 セ ン サ を 用 い る こ と に よ り 、 車 両 用 シ ー ト 装 置 に よ れ ば
、 着 座 者 に 何 ら 負 担 を か け る こ と な く 、 血 流 阻 害 の 状 況 を 把 握 す る こ と が で き 、 着 座 疲 労
を 軽 減 す る こ と が で き る 。 こ の と き 、 こ の 車 両 用 シ ー ト 装 置 に よ れ ば 、 温 度 セ ン サ に よ る
下 肢 部 の 温 度 と し て 、 着 座 者 の 膝 裏 部 の 温 度 を 検 出 す る こ と に よ り 、 当 該 着 座 者 の 下 肢 部
に お け る 伏 在 静 脈 の 血 流 阻 害 の 状 況 を 直 接 的 に 把 握 す る こ と が で き 、 着 座 疲 労 を 軽 減 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 更 に ま た 、 こ の 車 両 用 シ ー ト 装 置 は 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 内 部 の ク ッ シ ョ ン 体 を 支 持 す る
支 持 部 材 で あ る シ ー ト パ ン １ ４ ２ に お け る 着 座 者 の 座 骨 部 が 位 置 す る 部 位 に お い て 、 当 該
シ ー ト パ ン １ ４ ２ と は 独 立 に 、 当 該 シ ー ト パ ン １ ４ ２ に 対 し て 相 対 的 に 回 転 傾 動 可 能 に 固
設 さ れ た 座 骨 支 持 部 １ ４ ４ が 取 り 付 け ら れ た 構 造 と な っ て い る の で 、 着 座 者 の 骨 盤 を 後 傾
さ せ る よ う に 、 座 骨 支 持 部 １ ４ ４ を 後 傾 さ せ る こ と に よ り 、 着 座 者 の 血 流 阻 害 の 状 況 に 応
じ た 快 適 な 姿 勢 を 提 供 す る こ と が で き 、 着 座 疲 労 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 更 に ま た 、 こ の 車 両 用 シ ー ト 装 置 は 、 座 骨 支 持 部 １ ４ ４ を 駆 動 し た 場 合 に 、 シ ー ト バ ッ
ク 部 １ ４ ０ Ｂ の 下 部 に 加 え ら れ る 荷 重 を 検 出 し 、 シ ー ト バ ッ ク 部 １ ４ ０ Ｂ の 反 力 が 所 定 の
値 を 超 え る ま で 、 着 座 者 の 姿 勢 を 変 化 さ せ る よ う な 制 御 を 行 う こ と に よ り 、 血 流 を 復 帰 さ
せ る の に 十 分 で あ る に も か か わ ら ず 、 更 に 着 座 者 の 姿 勢 を 変 化 さ せ る よ う な 事 態 を 回 避 す
る こ と が で き 、 着 座 疲 労 の 抑 制 対 策 と し て 最 適 な 動 作 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ［ 第 ２ 実 施 形 態 ］
　 つ ぎ に 、 本 発 明 を 適 用 し た 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 車 両 用 シ ー ト 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 な
お 、 こ の 第 ２ 実 施 形 態 の 説 明 で は 、 上 述 の 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の 部 分 に つ い て は 同 一 の 符
号 を 付 す る こ と に よ っ て そ の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】
　 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 車 両 用 シ ー ト 装 置 は 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 １ ４ ０ Ａ の 内 部 を 駆 動 す
る こ と に よ り 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 １ ４ ０ Ａ に 加 え ら れ る 一 部 の 荷 重 を シ ー ト バ ッ ク 部 １
４ ０ Ｂ へ と 配 分 し た の に 対 し て 、 こ の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 車 両 用 シ ー ト 装 置 は 、 シ ー ト バ
ッ ク 部 １ ４ ０ Ｂ が 上 下 に 分 割 さ れ 、 そ れ ぞ れ が 独 立 且 つ 相 対 的 に 回 転 傾 動 す る よ う に 連 結
さ れ て い る 中 折 れ 型 シ ー ト バ ッ ク を 有 す る も の で あ り 、 シ ー ト バ ッ ク 部 １ ４ ０ Ｂ の 下 部 を
後 傾 さ せ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 　 ［ 車 両 用 シ ー ト 装 置 の 構 成 ］
　 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 車 両 用 シ ー ト 装 置 は 、 第 １ 実 施 形 態 と し て 示 し た 車 両 用 シ ー ト 装 置
に お け る シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 １ ４ ０ Ａ に 代 え て 、 シ ー ト バ ッ ク 部 １ ４ ０ Ｂ の 下 部 （ 以 下 、
シ ー ト バ ッ ク 下 部 と い う 。 ） を 駆 動 す る 構 成 と さ れ る 。 す な わ ち 、 車 両 用 シ ー ト 装 置 は 、
図 ６ に 示 す よ う に 、 上 述 し た 赤 外 線 カ メ ラ 撮 影 部 １ ０ １ 及 び 下 肢 温 度 算 出 処 理 部 １ ０ ２ の
他 、 こ こ で は 図 示 し な い シ ー ト バ ッ ク 下 部 を 駆 動 す る シ ー ト 駆 動 部 １ ５ ０ を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の シ ー ト 駆 動 部 １ ５ ０ は 、 上 述 し た シ ー ト 駆 動 判 断 部 １ ２ １ 及 び シ ー ト バ ッ ク 下 部 荷
重 検 出 部 １ ２ ４ に 加 え て 、 シ ー ト 駆 動 判 断 部 １ ２ １ に よ る 判 断 結 果 に 基 づ い て シ ー ト バ ッ
ク 下 部 の 駆 動 を 制 御 す る シ ー ト バ ッ ク 下 部 駆 動 制 御 部 １ ５ １ と 、 こ の シ ー ト バ ッ ク 下 部 駆
動 制 御 部 １ ５ １ の 制 御 に 従 っ て シ ー ト バ ッ ク 下 部 を 駆 動 す る シ ー ト バ ッ ク 下 部 駆 動 部 １ ５
２ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の よ う な シ ー ト 駆 動 部 １ ５ ０ は 、 下 肢 温 度 算 出 処 理 部 １ ０ ２ に よ っ て 算 出 さ れ た 着 座
者 の 下 肢 部 の 温 度 の 変 化 率 に 基 づ い て 、 シ ー ト 駆 動 判 断 部 １ ２ １ に よ っ て シ ー ト バ ッ ク 下
部 を 駆 動 す る か 否 か を 判 断 し 、 シ ー ト バ ッ ク 下 部 を 駆 動 す べ き も の と 判 断 し た 場 合 に は 、
シ ー ト バ ッ ク 下 部 駆 動 制 御 部 １ ５ １ に よ り 、 シ ー ト バ ッ ク 下 部 を 駆 動 す る よ う に シ ー ト バ
ッ ク 下 部 駆 動 部 １ ５ ２ を 動 作 さ せ 、 着 座 者 の 姿 勢 を 変 化 さ せ る 。 こ の と き 、 シ ー ト 駆 動 部
１ ５ ０ は 、 シ ー ト バ ッ ク 下 部 荷 重 検 出 部 １ ２ ４ に よ っ て シ ー ト バ ッ ク 部 １ ４ ０ Ｂ の 反 力 を
モ ニ タ し 、 所 定 の 値 を 超 え る ま で 制 御 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の よ う な 各 部 か ら な る 車 両 用 シ ー ト 装 置 を 構 成 す る シ ー ト バ ッ ク 部 １ ４ ０ Ｂ は 、 図 ７
に 示 す よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 す な わ ち 、 車 両 用 シ ー ト 装 置 は 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 １ ４ ０ Ａ に 相 当 す る シ ー ト ク ッ シ
ョ ン 部 １ ６ １ と 、 こ の シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 １ ６ １ を 前 後 方 向 に ス ラ イ ド さ せ る と 共 に 上 下
方 向 に リ フ ト ア ッ プ 又 は リ フ ト ダ ウ ン さ せ る シ ー ト ス ラ イ ド リ フ タ 部 １ ６ ２ と 、 シ ー ト バ
ッ ク 部 １ ４ ０ Ｂ の 下 部 を 構 成 す る シ ー ト バ ッ ク 下 部 １ ６ ３ と 、 シ ー ト バ ッ ク 部 １ ４ ０ Ｂ の
上 部 を 構 成 す る シ ー ト バ ッ ク 上 部 １ ６ ４ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 車 両 用 シ ー ト 装 置 は 、 シ ー ト バ ッ ク 下 部 １ ６ ３ に 内 蔵 さ れ た シ ー ト バ ッ ク 下 部 支
持 フ レ ー ム １ ６ ５ と シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 １ ６ １ と が 、 シ ー ト バ ッ ク 下 部 １ ６ ３ を リ ク ラ イ
ニ ン グ さ せ る た め の シ ー ト バ ッ ク 下 部 リ ク ラ イ ニ ン グ 連 結 機 構 １ ６ ６ に お い て 互 い に 回 転
可 能 に 連 結 さ れ た 構 造 と さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 更 に 、 車 両 用 シ ー ト 装 置 は 、 シ ー ト バ ッ ク 上 部 支 持 フ レ ー ム １ ６ ７ の 下 端 側 が 、 シ ー ト
バ ッ ク 下 部 リ ク ラ イ ニ ン グ 連 結 機 構 １ ６ ６ と 同 軸 上 に 設 置 さ れ た シ ー ト バ ッ ク 上 部 支 持 フ
レ ー ム リ ク ラ イ ニ ン グ 連 結 機 構 １ ６ ８ に お い て 互 い に 回 転 可 能 に 連 結 さ れ た 構 造 と さ れ る
。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 更 に ま た 、 車 両 用 シ ー ト 装 置 は 、 シ ー ト バ ッ ク 上 部 １ ６ ４ に 内 蔵 さ れ た シ ー ト バ ッ ク 上
部 支 持 フ レ ー ム １ ６ ９ が 、 シ ー ト バ ッ ク 上 部 支 持 フ レ ー ム １ ６ ７ の 上 端 側 に 設 置 さ れ た シ
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ー ト バ ッ ク 上 部 角 度 可 変 機 構 １ ７ ０ に お い て 互 い に 回 転 可 能 に 連 結 さ れ た 構 造 と さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の よ う な 車 両 用 シ ー ト 装 置 は 、 赤 外 線 カ メ ラ 撮 影 部 １ ０ １ に よ っ て 撮 影 し て 得 ら れ た
赤 外 線 画 像 に 基 づ い て 着 座 者 の 下 肢 の 温 度 を 測 定 し 、 そ の 変 化 率 に 応 じ て 、 シ ー ト バ ッ ク
下 部 １ ６ ３ を 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 　 ［ 車 両 用 シ ー ト 装 置 の 動 作 ］
　 以 下 、 車 両 用 シ ー ト 装 置 の 動 作 に つ い て 、 図 ８ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 １ ６ １ に は 、 図 ８ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 着
座 者 の 着 座 時 に 、 当 該 着 座 者 の 身 体 の 体 重 に よ っ て 大 き な 荷 重 が か か り 、 そ れ に 応 じ た 反
力 Ｆ が シ ー ト か ら 着 座 者 自 身 に 作 用 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ れ に 対 し て 、 図 ８ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 シ ー ト バ ッ ク 上 部 １ ６ ４ を そ の ま ま の 状 態 と
し 、 シ ー ト バ ッ ク 下 部 １ ６ ３ の み を 後 傾 さ せ た 場 合 に は 、 着 座 者 の 骨 盤 を シ ー ト バ ッ ク 部
１ ４ ０ Ｂ 側 に 後 傾 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 座 骨 部 に 集 中 し て 加 え ら れ て い た 着 座 者 の 上 半 身
の 荷 重 の 一 部 が 、 シ ー ト バ ッ ク 下 部 １ ６ ３ に 加 え ら れ る こ と に な る た め 、 相 対 的 に 座 骨 部
の 荷 重 分 担 割 合 が 軽 減 さ れ る 。 す な わ ち 、 シ ー ト バ ッ ク 下 部 １ ６ ３ か ら 着 座 者 へ の 反 力 を
Ｆ １ よ り も 大 き い Ｆ １ １ と し 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 １ ６ １ か ら 着 座 者 へ の 反 力 を Ｆ ２ 、 Ｆ
３ 及 び Ｆ ４ よ り も 小 さ い Ｆ １ １ 、 Ｆ １ ２ 及 び Ｆ １ ３ と す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 車 両 用 シ ー ト 装 置 は 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 １ ６ １ と 着 座 者 の 骨 盤 及 び 大 腿
骨 と の 間 に 位 置 す る 軟 部 組 織 （ 図 ８ （ ｂ ） 中 で 示 す 領 域 ｃ ） の 血 流 阻 害 を 緩 和 し 、 当 該 着
座 者 の 下 肢 全 体 の 血 液 循 環 を 活 発 と さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の と き 、 車 両 用 シ ー ト 装 置 は 、 先 に 図 ５ に 示 し た 処 理 と 同 様 の 処 理 を 繰 り 返 す こ と に
よ り 、 赤 外 線 カ メ ラ 撮 影 部 １ ０ １ に よ っ て 撮 影 し て 得 ら れ た 赤 外 線 画 像 に 基 づ い て 、 着 座
者 の 下 肢 の 温 度 を 測 定 し 、 そ の 変 化 率 に 応 じ て 、 シ ー ト バ ッ ク 下 部 １ ６ ３ を 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ の よ う に 、 車 両 用 シ ー ト 装 置 は 、 シ ー ト バ ッ ク 部 １ ４ ０ Ｂ が 上 下 に 分 割 さ れ 、 そ れ ぞ
れ が 独 立 且 つ 相 対 的 に 回 転 傾 動 す る よ う に 連 結 さ れ て い る 中 折 れ 型 シ ー ト バ ッ ク を 有 す る
も の で あ る 場 合 で あ っ て も 、 シ ー ト バ ッ ク 下 部 １ ６ ３ を 後 傾 さ せ る こ と に よ り 、 着 座 者 の
大 腿 部 に 血 流 阻 害 を 抑 制 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ［ 第 ２ 実 施 形 態 の 効 果 ］
　 以 上 詳 細 に 説 明 し た よ う に 、 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 車 両 用 シ ー ト 装 置 に よ れ ば 、 シ ー ト バ
ッ ク 部 １ ４ ０ Ｂ が 上 下 に 分 割 さ れ 、 そ れ ぞ れ が 独 立 且 つ 相 対 的 に 回 転 傾 動 す る よ う に 連 結
さ れ て い る 中 折 れ 型 シ ー ト バ ッ ク を 有 す る 構 造 と な っ て い て も 、 シ ー ト 駆 動 部 １ ５ ０ に よ
り 、 着 座 者 の 骨 盤 を 後 傾 さ せ る よ う に 、 シ ー ト バ ッ ク 下 部 １ ６ ３ を 後 傾 さ せ る こ と に よ り
、 着 座 者 の 血 流 阻 害 の 状 況 に 応 じ た 快 適 な 姿 勢 を 提 供 す る こ と が で き 、 着 座 疲 労 を 軽 減 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 な お 、 上 述 の 実 施 の 形 態 は 本 発 明 の 一 例 で あ る 。 こ の た め 、 本 発 明 は 、 上 述 の 実 施 形 態
に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 こ の 実 施 の 形 態 以 外 で あ っ て も 、 本 発 明 に 係 る 技 術 的 思 想 を 逸
脱 し な い 範 囲 で あ れ ば 、 設 計 等 に 応 じ て 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 車 両 用 シ ー ト 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 車 両 用 シ ー ト 装 置 の シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 の 構 成 を 説
明 す る た め の 側 方 か ら の 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 車 両 用 シ ー ト 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る た め の 図
で あ っ て 、 （ ａ ） は 制 御 開 始 前 に お け る 車 両 用 シ ー ト 装 置 の 状 態 を 示 す 図 で あ り 、 （ ｂ ）
は 制 御 開 始 後 に お け る 車 両 用 シ ー ト 装 置 の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 運 転 時 間 に 対 し て 下 肢 部 の 温 度 が 変 化 す る 様 子 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 車 両 用 シ ー ト 装 置 に お い て 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部 を
駆 動 す る と き の 処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 車 両 用 シ ー ト 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 車 両 用 シ ー ト 装 置 の シ ー ト バ ッ ク 部 の 構 成 を 説 明 す
る た め に 、 当 該 車 両 用 シ ー ト 装 置 を 側 方 か ら み た と き の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 車 両 用 シ ー ト 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る た め の 図
で あ っ て 、 （ ａ ） は 制 御 開 始 前 に お け る 同 車 両 用 シ ー ト 装 置 の 状 態 を 示 す 図 で あ り 、 （ ｂ
） は 制 御 開 始 後 に お け る 同 車 両 用 シ ー ト 装 置 の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 １ ０ １ 　 赤 外 線 カ メ ラ 撮 影 部
　 １ ０ ２ 　 下 肢 温 度 算 出 処 理 部
　 １ ０ ３ ， １ ５ ０ 　 シ ー ト 駆 動 部
　 １ １ １ 　 赤 外 線 カ メ ラ 制 御 部
　 １ １ ２ 　 下 肢 温 度 演 算 部
　 １ １ ３ 　 下 肢 温 度 記 憶 部
　 １ ２ １ 　 シ ー ト 駆 動 判 断 部
　 １ ２ ２ 　 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 駆 動 制 御 部
　 １ ２ ３ 　 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 駆 動 部
　 １ ２ ４ 　 シ ー ト バ ッ ク 下 部 荷 重 検 出 部
　 １ ４ ０ Ａ ， １ ６ １ 　 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 部
　 １ ４ ０ Ｂ 　 シ ー ト バ ッ ク 部
　 １ ４ ４ 　 座 骨 支 持 部
　 １ ５ １ 　 シ ー ト バ ッ ク 下 部 駆 動 制 御 部
　 １ ５ ２ 　 シ ー ト バ ッ ク 下 部 駆 動 部
　 １ ６ ３ 　 シ ー ト バ ッ ク 下 部
　 １ ６ ４ 　 シ ー ト バ ッ ク 上 部
　 １ ６ ５ 　 シ ー ト バ ッ ク 下 部 支 持 フ レ ー ム
　 １ ６ ６ 　 シ ー ト バ ッ ク 下 部 リ ク ラ イ ニ ン グ 連 結 機 構
　 １ ６ ７ 　 シ ー ト バ ッ ク 上 部 支 持 フ レ ー ム
　 １ ６ ８ 　 シ ー ト バ ッ ク 上 部 支 持 フ レ ー ム リ ク ラ イ ニ ン グ 連 結 機 構
　 １ ６ ９ 　 シ ー ト バ ッ ク 上 部 支 持 フ レ ー ム
　 １ ７ ０ 　 シ ー ト バ ッ ク 上 部 角 度 可 変 機 構
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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